
「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考
■基本要件

基本事項
サービス提供
環境

機器環境 1
利用者の操作機器環境（PC、スマートフォン）及び管理者側（管理
システム・ドライバー）の操作機器環境として、指定する機器環境に
対応すること。

利用者側の機器環境・対応デバイス：スマートフォン・対応OS、バー
ジョン：Android11以降、iOS12.5.4以降・対応ブラウザとそのバー
ジョン：Chrome55.0.283以降、Safari10以降管理者側の利用環境・対
応デバイス：PC・対応OS、バージョン：Windows11 21H2以降・対
応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge94以降

◎

ネットワーク環
境

2
サービスを提供するネットワーク環境及び通信経路の暗号化について
指定する要件に対応すること。提案する環境が要件と異なる場合は、
その理由やネットワークセキュリティ面で問題ないことを示すこと。

住民向けサイト：インターネットで動作すること。管理者向けサイ
ト：LGWANまたは芦屋市情報セキュリティポリシーに沿ったセキュア
なネットワークで動作すること。
また、健康管理システムから、芦屋市健診予約一元化システムへの
データ転送は、LGWAN通信で行えること。

◎

データ管理 3
データ管理環境について指定する要件に対応すること。提案する環境
が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリティ面で問題ない
ことを示すこと。

・利用者が登録するデータは、デバイス内には保有せず、サービス提
供クラウド環境（データセンター内）でデータを保有すること。・情
報資産は発注者が指示しない限り日本国内に保管されること。

◎

4
データのバックアップに関して指定する要件に対応すること。提案す
る環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリティ面で問
題ないことを示すこと。

・バックアップ環境：指定した場合を除き全て日本国内であるこ
と。・サイクル（間隔）：日次・保有世代数（保有期間）：30世代
（30日分）

◎

5
個人情報漏洩を防止するための機能・対策が整備されていること。
特に閉鎖的環境以外では、常に乱数暗号化が維持された状態で処理が
行われ、復号されることがないこと。

◎

データ容量 6
市の人口規模などを勘案し、保存されるデータ量が飽和状態とならな
いようにデータの保存容量を確保しておくこと。

保存容量を追加することになった場合は、受託者の責任において行う
こと。なお、当該作業に伴うシステム停止が発生する場合は、作業予
定日の１週間前までに担当者に連絡し、承認を得たうえで作業を行う
こと。

◎

サービス提供時
間

7 指定する時間帯でサービスが利用可能とすること。 メンテナンス時間を除き24時間365日利用できること。 ◎

ソフトウェア保
守用件

8
障害発生時等の市からの連絡対応については、年末年始を除く平日午
前９時から午後５時まで受付対応をすること。

◎

ライセンス・
ユーザ数等

利用者側ユーザ
数

9
利用者側アカウントライセンスが必要となる場合は、指定する要件に
対応すること。

利用者ユーザー数は無制限であること。 ◎

管理者側ユーザ
数

10
管理者側アカウントライセンスが必要となる場合は、指定する要件に
対応すること。

管理側アカウント数は原則無制限であること。（60ユーザーは必須） ◎

デザイン・操
作性

デザイン・操作
性

11
表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいユニバーサル
なデザインであること。また、利用者およびサービスを提供する管理
者双方にとって、わかりやすい操作性が確保されていること。

－ ◎
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考
情報セキュリ
ティ

認証資格 12
情報セキュリティに関する指定する認証制度・評価制度に対応するこ
と。

次の認証制度・評価制度に対応すること。・ISMS・プライバシーマー
ク

◎

データセンター 13

・データセンターは Tier３または4相当であり、建築基準法（昭和 25
年法律第 201 号）の新耐震基準に適合していること。・データセンタ
の物理的所在地を日本国内とし、情報資産について、合意を得ない限
り日本国外への持ち出しを行わないこと。

－ ◎

個人情報・情報
セキュリティの
遵守

14
個人情報・情報セキュリティに関する法令および条例等を遵守するこ
と。

遵守する法令および条例等は次のとおりとする。・個人情報保護法・
芦屋市情報セキュリティポリシー

◎

システムログ 15
エラー情報の把握やUI/UXの改善に必要となるログ情報を取得するこ
と。

－ ◎

アクセス・操作
ログ

16 管理システムのアクセスログ・操作ログを取得すること。 － ◎

不正プログラム
対策

17

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境においては、
コンピュータウィルス等不正プログラムの侵入や外部からの不正アク
セスが起きないよう対策を講じるとともに、それら対策で用いるソフ
トウェアは常に最新の状態に保つこと。

－ ◎

18
システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境で用いるOS
やソフトウェアは、不正プログラム対策に係るパッチやバージョン
アップなど適宜実施できる環境を準備すること。

－ ◎

その他セキュリ
ティ対策

19
個人情報の保護に配慮するなど、利用者が安心して利用できる対策を
実施していること

クラウド上にある個人情報は匿名化の上、乱数暗号化・暗号化検索な
どの技術を用いること。

◎

サービス終了
時・契約満了
時等の対応

保有データの消
去等

20
サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、発注者が提供を
希望する保有データを提供ののち、速やかにシステムから消去するこ
と。消去においては、復元不可能な状態にすること。

データ消去後に、データ削除の報告書を発行すること。 ◎

オプトアウト対
応

21
利用者からの申し出により、当該利用者に関する情報を全部または一
部削除できること。

－ ◎

利用規約等
利用規約への同
意

22
サービスの初回利用時やサービスに重要な変更を行った際には、利用
者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）をとることができるこ
と。

－ ◎

プライバシーポ
リシー

23 プライバシーポリシーを表示すること。 － ◎

問い合わせ機
能

ー 24 問い合わせを行うことができること。 問合せ先（電話番号やメールアドレス）を表示できること。 ◎

統計機能 ー 25
システム・サービスの運用状況や利用状況を定期又は任意の時点で集
計する機能があること。

受託者作業により集計データの提供ができること。・登録者数、アク
ティブ利用者数、機能ごとの利用数

○
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考

関係法規制へ
の対応

ー 26
サービスの稼働、運用・提供に関係する関係法規制を遵守するととも
に、常に最新動向を把握し、適宜必要な見直し・改善を実施するこ
と。

－ ◎

資格管理
利用者側アカ
ウント管理

管理情報 27 利用者情報を登録・管理できること。
利用者登録に必要な情報は次のとおりとする。・氏名、カナ氏名、性
別、住所、生年月日、電話番号、メールアドレス

◎

アカウント登
録・設定

28 利用者アカウントは、指定する方法により登録・設定できること。
・アカウントIDとしてメールアドレスを利用して登録できること。・
アカウント作成時には、重複登録を防ぐ工夫がなされていること。

◎

アカウント認証
方法

29
利用者アカウントは、指定する認証方法（再認証も含む）に対応する
こと。

・ID、パスワードで認証できること。 ◎

30
利用者がパスワードを失念した場合、利用者自らがパスワードの再設
定やパスワードの確認ができること。

－ ◎

アカウント情報
の修正

31 利用者自身がブラウザ上でアカウント情報の修正を行えること。 － ◎

タイムアウト機
能

32
ログインした状態での無操作状態が一定時間経過した場合、タイムア
ウトが可能なこと。

－ ◎

管理者側アカ
ウント管理

管理情報 33
管理者側アカウントに、氏名や所属等の属性を情報登録し管理できる
こと。

管理者側利用者登録に必要な情報は次のとおりとする。・氏名、権
限、利用メニュー

権限設定 34
管理者側アカウントは、「管理職員用」「一般職員用」に異なる権限
を設定できること。

◎

アカウント認証
方法

35
管理者アカウントの認証方法（再認証も含む）について、指定する要
件に対応すること。

・ID、パスワードで認証できること。 ◎

アカウント情報
の修正・停止
（廃止）

36
システム管理者が管理者側利用者アカウント情報を確認・停止（廃
止）、削除ができること。

－ ◎

不正ログイン対
策

37
システム管理者のアカウントについて、同一IDでの同時ログイン操作
の制御など不正ログインを防止する対策を講じること。

－ ◎

38 ■機能要件
管理者側
機能

予約ページ作
成・管理機能

予約ページの作
成・管理

39
検診ごとの予約ページを登録できること。検診の詳細を表示し、随時
修正が可能であること。

－ ◎

40 検診の並び順（表示順）が設定できること。 － ◎
41 予約ページの公開/非公開を設定できること。 検診種別及び検診日ごとに公開期間を設定できること。 ◎

42
検診の設定内容を保存したまま、一時的に予約受付を停止できるこ
と。

公開期間の設定はいつでも変更できること。 ◎
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考
予約ページの表
示・アクセス設
定

43 予約ページごとに、指定する要件に対応すること。
・残枠数の表示/非表示の設定が切り替えられること。・検診対象者情
報をもとに、検診の表示/非表示の設定ができること。・注意事項等の
表示

◎

検診日程管理 44
時間枠ごと、検診種類ごとに必須健診を設定できること。
(必須健診を設定した場合、その検診を予約せずに他の健診だけを予
約することはできない。)

◎

検診情報登録
確認機能

検診の設定管理 45 検診の種類を設定できること。
・検診の種類を随時追加、変更、削除できること。・予約がある検診
を削除しようとしたときは警告メッセージを表示するなどできるこ
と。

◎

検診日程等の登
録等

46
検診日程の登録ができること。また、検診日程ごとに、検診情報を設
定できること。

次の内容について設定できること。・検診名・検診日・検診会場・予
約受付開始日及び終了日・受付時間枠、時間ごとの定員・1回あたり総
人数と検診ごとの定員数

◎

47 検診の日程や定員などを一括で作成する機能があること。 過去に作成した検診内容をもとに参照作成できること ◎

検診条件の設定 48 検診ごとや予約時間枠ごとに、受付条件を設定できること。

・受付条件として、対象年齢、性別、受診間隔、資格有無、同時受診
検診情報、検診間の受診排他条件などが設定できること。・年度内の
重複予約ができないこと。
なお、「受診資格有無」のチェックは予約登録時点に関わらず、事業
の対象年度に準じた基準日で行われる。
（例：年度替わり前でも翌年度の予約を翌年度の受診資格有無に応じ
て受け付けることができる）

◎

検診日程の変
更・中止

49 検診日程ごとの予約定員枠などの設定情報を随時変更できること。
次の内容について設定変更できること。・予約枠数（住民向けサイト
からの予約と、管理者向けサイトからの予約とは一元管理）・予約受
付開始日・予約受付終了日・変更キャンセル期限

◎

50
天候等により実施不可となった場合、検診の中止の設定ができるこ
と。

公開期間を変更することで、住民向けサイトからの受付を停止できる
こと。

◎

検診一覧の表示 51 検診情報の一覧が表示できること。
次の表示ができること。・条件等により絞り込んで表示できるこ
と。・一覧から選択することで、検診の詳細情報が確認できること。

◎

予約管理
予約状況確認機
能

52 予約状況をリアルタイムに確認することができること。
・検診別、日時別に、予約受付期間内における予約可能人数と予約枠
の残数を表示できること・Web予約と電話による代理予約を区別でき
ること

◎

予約内容一覧 53 予約内容を一覧で確認できること。

予約内容を一覧で確認できること。
（両備は「対象者情報、予約情報など予約システムで保有している情
報から必要な項目を、指定したレイアウトでリスト出力できる。」と
ある）

◎

予約内容の検索 54
予約者の氏名や予約日時、予約方法、受付IDなどで予約内容の検索が
できること。

予約者のカナ氏名、生年月日、宛名番号から個人検索を行い、予約内
容を確認することができること。

◎
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考
予約変更・キャ
ンセルの管理

55 予約確定・キャンセル等の予約ステータスを管理できること。 － ◎

56 予約内容を変更できること。 － ◎

電話・代理予約
関連の機能

57 職員による代理予約が可能であること。

予約者のカナ氏名、生年月日、宛名番号から個人検索を行い、代理予
約を受け付けることができること。また、郵便番号や住所は取り込ん
でいる検診対象者データを参照できること。予約可能な検診のみが表
示され、重複予約の場合はポップアップによる注意書きが表示できる
こと。

◎

58 予約受付期間外等でも予約登録・変更・キャンセルができること。 － ◎

59
電話や窓口などで聞きとった情報（電話番号や補足情報など）を予約
情報に追加登録できること。

－ ◎

会場管理 会場管理 60
検診会場を設定できること。なお、「詳細要件・補足説明」欄で示す
要件に対応すること。

・会場の新規登録・変更・削除が可能であり、会場の名称、会場コー
ド、表示順を設定することができること。

◎

通知管理 メール通知設定 61
予約受付完了時や予約キャンセル時、検診日前日等に、メール通知が
できること。

－ ◎

62 メール通知する内容を設定できること。 － ◎
63 利用登録者にお知らせメールを通知できること。 対象者を指定して、メール通知をできること。 ◎

お知らせ管理 ー 64 利用者のお知らせする情報発信が随時行えること。
・メールアドレスが登録されている住民に対してメールの一斉送信が
できること

◎

データ（各種
情報）管理

予約情報の出力 65 予約情報をデータや帳票などで出力できること。
予約情報(宛名番号・氏名・ふりがな・生年月日・性別・住所・健診等
内容・受診券整理番号・被保険者番号等)の一覧をCSV形式で出力でき
ること。

◎

検診対象者情報
の取込

66
外部システム（健康管理システム）などで作成された検診対象者デー
タ（宛名情報、受診資格情報など）を必要に応じて変換し、取り込む
ことができること。

・宛名番号や受診資格情報（基本４情報等）などで予約者と対象者情
報の突合を行い個人の特定ができること。

◎

67
検診対象者データの取り込みにおいて発生したエラー内容が把握でき
ること。

突合エラーとなっている予約者の一覧が確認でき、突合エラーを解消
できること。

◎

利用者側
機能

動作環境 － 68
利用者側の各種機能は、アプリケーションのインストールや特別なソ
フトのインストールを行うことなく、スマートフォン、タブレット、
パソコン等のブラウザで申込等を行えること。

－ ◎

トップ画面機
能

トップ画面 69 検診予約画面には各種メニューやお知らせが表示されること。 － ◎

予約申込機能
予約ページのア
クセスおよび空
き枠確認機能

70 利用者が受診可能で予約受付中の検診一覧が表示されること。 － ◎

71 予約枠の空き状況をリアルタイムで確認できること。 予約枠の空き状況を確認できること。 ◎
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考

検索機能 72
検診会場と検診日から予約可能枠について絞り込み検索ができるこ
と。

・予約可能な日程は、一覧リスト形式やカレンダー形式で表示できる
こと。・一覧やカレンダー表示には、残り予約枠数等の情報が表示で
きること。・検診会場ごとのスケジュールを絞り込んで表示できるこ
と。

◎

73 アカウント・ログイン無しでの検索
予約可能な日時会場の検索および希望予約日の選択まではアカウント
登録・ログインせずに行うことができる。

◎

74
性別、生年月日、設問の回答内容などに応じて、受診可能な検診のみ
が表示されること。

－ ◎

予約詳細の表示 75 検診選択時には検診の説明、注意事項、料金などが表示されること。
注意事項、金額を表示できること。細かな注意事項に関しては通知
メールやリマインドメールに記載できること。

◎

予約申込 76
検診予約申込の際に、予約者の情報を入力（登録）することができる
こと。

以下の項目を入力できること。氏名、カナ氏名、性別、生年月日、電
話番号、メールアドレス、郵便番号、住所

◎

77
入力項目について、入力に関するヒントを表示するなど、どこに何を
入力すべきかわかりやすくする工夫があること。

－ ◎

78
予約者情報を入力する際、不備がある場合はエラーメッセージが表示
されること。

－ ◎

79
予約確定前に確認画面を設け、予約日時および予約時に必要な情報を
一覧で表示できること。また、必要に応じて修正できること。

－ ◎

80
予約申込時に利用者の受診可否の確認を自動で行うことができるこ
と。

－ ◎

予約不可時の対
応

81
予約を受け付けることができなかった場合、予約不可の対象検診と理
由が表示されること。

－ ◎

予約完了後の通
知

82
予約申込完了後、申込内容が記載された通知メールを受け取ることが
できること。

－ ◎

予約内容の確認 83 予約した検診内容（検診日時、検診会場、金額）が表示できること。
予約した検診内容（検診日時、検診会場、検診ごとの標準金額）を表
示することができること。

◎

予約の確認・変
更・キャンセル

84 予約した検診の変更・キャンセルが行えること。 － ◎

85
予約変更受付完了後、変更内容が記載された通知メールを受け取るこ
とができること。

－ ◎

その他 住基データ連携 86 最低１カ月に１回、住基データ連携できること ◎

過去の受診歴 87
申込受付において，年齢、性別、国民健康保険、後期高齢者医療制度
の資格の有無や過去の受診歴等を確認し，重複申込や受診不可の申込
等誤った申込受付を防げること

◎
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「芦屋市健診予約一元化システム」機能要件調査票

・区分については、以下の通りとします。。
◎ 必須機能（必要な機能（原則としてカスタマイズを行ってでもその機能を備えていること））
○ 任意機能（あると望ましい機能）

・機能要件について、代替方法で実現する場合、または部分的、条件付きで実現可能な場合は「備考」欄に記載ください。

大項目 中項目 小項目 No 機能要件 詳細要件・補足説明 区分 備考

受診勧奨 88
生年月日等の基本情報に加え、国民健康保険資格の有無、各健（検）
診の予約状況、過去の受診歴等を組合わせて、受診勧奨用のデータの
抽出が可能であること。

◎

導入時研修業務 89
システム操作マニュアルを電子データにて提供すること。必要に応じ
てシステム設定完了時以降に操作研修を実施すること。

◎
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